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■問　庁舎解体は、石綿撤去
を含め、その進捗は。
■答　労働基準監督署と「石
綿含有建築用仕上げ塗材か
らの石綿粉塵飛散防止用処
理技術指針」に基づき、石

綿撤去は近隣へ飛散しない工法で処理をする必
要があり、敷地に環境測定器を据えて施工して
いく予定であるが、具体的な施工計画を作成す
るのに不測の日数を要している現状である。
■問　市内学校プールに対する基本的な考え方と、
今後どのように勤労青少年ホーム跡地に予定さ
れるプールを使用していくのか。
■答　高浜小学校での取組みをモデルとして、水
泳指導の民間活用の効果を検証した上で、概ね
2年間隔を想定して南中学校、高取小学校、港
小学校の順で進めていきたい。
■問　豊田町地区、小池町地区における工業用地
創出事業の目標設定や効果を試算しているか。

■答　豊田町地区は平成31年2月に造成工事完成
を、小池町地区は同年3月に開発に向けた諸手
続きの完了を目指している。その効果は、試算
として、固定資産税で豊田町地区は年間約
6,000万円から9,000万円。小池町地区では約
9,000万円から1億3,000万円の収入を見込んで
いる。また、新たな雇用の創出効果もある。
■問　刈谷豊田総合病院高浜分院の移転新築につ
いて、その進捗とスケジュールは。
■答　豊田会が、平成29年9月開催予定の圏域保
険医療福祉推進会議に、移転に伴う病床整備計
画を提出する必要性があるため、5月の豊田会
理事会での承認をいただく。覚書を取り交わし、
その後、建設工事前に協定書を締結し、高浜市
議会において予算議決をお願いする。

■問　後期基本計画策定や第7次総合計画に向け
て、誰がそれを進めていくのか。
■答　市長就任以来、これまで高浜市の根っこづ
くりに取り組んできた。負託をいただければ、
引き続き計画最終期の4年間で総仕上げを行い、
次の計画・次代にしっかりと繋げていく。

高浜市総合計画後期基本計画策定について

北川 広人 議員

高浜市の現状の課題と
平成29年度の
取組みについて

■問 市内二池町にボートピ
ア建設計画の同意申し入れ
がなされ、設置反対の署名
が町内の半数以上集まった
ものの町内会長はその署名
を受け取らず、事業者に送
ったといわれた。その後、

臨時総会を実施、建設同意の意思決定を諮ろう
としたものの、同件に反対する地区役員の多数
の前に総会は延期。1月9日に改めて臨時総会
を開催し、投票の秘密が担保されないデタラメ
な投票によって「同意」を賛成多数で議決。競
艇は、刑法で禁止されている賭博及び富くじ販
売の特例として認められている公営ギャンブル
の一つですが、法務省の見解が示すように、
「勤労の美風を害するばかりでなく、副次的な
犯罪を誘発し、さらに国民経済の機能に重大な
障害を与える恐れすらある」という内容をはら
んでいるもので、ギャンブル依存症を増やし、
多重債務、犯罪等を誘発し、青少年の健全育成

への影響を懸念する声が多くの親から上がって
いる。だから半数以上の反対署名が集まったと
考えるが、市はどう考えているのか。
■答 内容が不正かどうか町内会の行うことです
ので、行政として意見を言うのは差し控える。
■問 臨時総会を行った投票日の様子は、市長の
ところにもDVDが届けてあります。またマス
コミでも不正まがいのことがあったと新聞に載
りましたが、町内会の行うことだからと容認す
るのか。市長は同じ町内会の住民としてみて見
ぬふりをするのか。
■答 町内会は任意団体ですので、市が意見を挟
むことは控えたい。
■問 敗者を作らなければ成り立たないギャンブ
ルは、そこから得られる経済効果を期待するこ
とは不健全であり邪道である。ギャンブル依存
症がもたらす生産性低下や経済的損失は7兆7
千億円にのぼり、コストは経済損失の5倍だと
いう数字も出ている。ボートピア設置について、
同意しないよう求める。
■答 この後、請願や陳情を審議してもらう特別
委員会がある。市長が予断を持たせるような発
言はできない。

ボートピア
建設計画について

内藤 とし子 議員
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■問　プライバシーを確保で
きる専門の支援員の要請に
取り組むなど、代読・代筆
支援を必要とする人のニー
ズに応じて、いつでも受け
られる仕組みづくりの推進
は。

■答　現段階では、専門の支援員の養成やその仕
組みづくりについて、今すぐ実施する予定はな
いが、例えば手話通訳者の養成研修を受講され
た方に、次のスキルとして身につけていただく
といったこと等検討できます。まずは代読・代
筆の支援サービスといった仕組みを広く事業者
やボランティアの方々に知っていただくことか
ら始めていきたい。

■問　災害発生時の避難所運営の流れについて。
■答　まず「初動期」は、応急的に「初動期避難
所運営組織」を設置し、施設の安全点検や利用

スペースを確保し、避難所の開設、避難者の誘
導・受入れ、医師会の協力で負傷者の対応にも
当たる。次に「展開期」では、「避難所設置委
員会」を設置し、避難者の生活や活動を円滑に
行い、相談窓口を設置する。「安定期」では、
避難生活が長期化し、心身の抵抗力が低下する
時期でもあり、きめ細かな避難所運営に努め、
学校など施設の再開に向けた協議等を行う。最
後に「撤収期」は、ライフライン等の機能が回
復し、仮設住宅の提供や学校施設等の再開など、
避難所の縮小や統合に向けた準備・調整を行う。
■問　避難所運営に関する訓練状況と今後の取り
組みは。また、避難所運営支援班はどのように
組織されるのか。
■答　平成27年度から「防災リーダー養成講座」を
開催、29年度は新たにフォローアップ編を開
催し、防災リーダーの再レベルアップを図る。
支援班については、内閣府のガイドラインや近
隣自治体の状況等を参考に、検討を重ねていく。
■問　災害発生時の職員体制は。
■答　昨年4月から防災専門官を採用。より実効
性のある危機管理マニュアルの運用に努め、避
難所運営マニュアルの見直しも進めていきたい。

代筆・代読支援の
推進について

災害時の避難所運営について

■問　公共施設総合管理計画
公共施設推進プラン案の現
況及び今後の対応を問う。
■答　市民講演会や住民説明
会、町内会等の出前説明で、
情報の共有化に努めた。今
後もトーク&トーク等を通

じ、情報共有と情報発信に努める。特に高浜小
学校等整備事業は、学校を核とした複合化施設
のモデルケースで、本定例会で事業契約締結の
議決をお願いしているが、老朽化が顕著で、児
童の学習環境向上のためにも早期整備を進めて
いく。また、勤労青少年ホームの跡地活用も、
現在、基本方針をとりまとめているが、南テニ
スコートを含めたスポーツの拠点整備について、
平成29年度は実施方針を策定し、事業者募集
に向けた手続きを進める予定。
■問　公共施設総合管理計画インフラ施設推進プ
ラン案の今後の対応について問う。
■答　2月9日の公共施設あり方検討特別委員会

での説明のとおり、大きく見直したところはな
い。今後も市の財政状況とインフラ施設の現状
を踏まえ、コスト縮減を図りつつ、優先順位付
けをして推進していく。
■問　公共施設あり方計画と市街地整備の連携に
ついて問う。
■答　本市では既存の低未利用地活用、防災上危
険な密集市街地解消、臨海部土地の有効活用等
課題解決、瓦工場跡地の住宅地転換等で、住工
混在型から住宅地へと、まちが様変わりしてき
ている。今後の都市計画マスタープラン見直し
の中で、将来人口予測を基に人口フレームや土
地利用状況を踏まえて、必要性を考えていく。

■問　高浜市立図書館の今後のあり方を問う。
■答　高浜市公共施設総合管理計画公共施設推進
プランで、平成30年度までに図書館のあり方
を検討し、平成31年度にいきいき広場への機
能移転を目指すとしている。子供に特化した図
書館の強みを活かしつつ、図書館の使命や真に
必要な機能とは何か、市民とともにキャッチボ
ールしながら検討を進めていく。

公共施設の
あり方計画について

図書館行政について

小野田 由紀子 議員

黒川 美克 議員


